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本稿は、本誌前号（二〇一六年三月）に発表した「 『李陵・司馬遷』注解（三） 」に続くものである。 『李陵・司馬
遷』の「三」後半部から最後までで、今回を以て了とする。本文や注解の方針等については本誌二〇一四年三月号を参照されたい。凡例は再度掲げておく。〔凡例〕　
注解で略記した資料名 それぞれ以下の中島敦の蔵書、自筆資料を指している（十を除く） 。
一
　『漢書』…『百衲本二十四史
　
漢書』 （民国年間、商務印書館） 。 「李陵伝」 、 「蘇武伝」 「司馬遷伝」は、それぞれ
本書の「李広蘇建伝」の李陵、蘇武、司馬遷の伝記のこと。 「匈奴伝上・下」も同様。なお、司馬遷の「報任少卿書」は『文選』にも収められているが（若干の相違がある） 、この注解では「司馬遷伝」から引用した。
二
　『史記』… 百衲本二十四史
　
史記』 （民国年間、商務印書館） 。 「太史公自序」は、本書の「太史公自序第七十」
二〇六
のこと。
三
　「李陵・司馬遷年表」…中島敦が『御台所當座帳』に作成した年表。
四
　『東洋古代史』…橋本増吉著『世界歴史大系第三巻
　
東洋古代史』 （昭和八年十二月三日、平凡社） 。
五
　『地図』…同右『東洋古代史』巻尾の「南北両民族対抗時代図」 。
六
　『高青邱詩集』…『続国訳漢文大成
　
文学部十九巻
　
高青邱詩集
　
第一巻』 （久保天隋訳解、昭和五年一月二十
日、国民文庫刊行会）
七
　『世界地図』…『新制最近世界地図
　
増訂改版』 （昭和十四年十二月三日、三省堂）の「第五図支那（中華民国） 」 。
八
　『支那通史』…那珂通世著・和田清訳『支那通史
　
上』 （昭和十七年五月二十日〈第五刷〉 、岩波文庫） 。
九
　「史記解題」…『漢文叢書
　
史記第一』 （大正九年七月二十五日、有朋堂書店）の巻頭の「史記解題」 （桑原隲藏
執筆） 。
十
　「答蘇武書」…国訳漢文大成『文選
　
下』 （大正十一年五月二十九日、国民文庫刊行会）所収。 （中島敦の蔵書に
は現存していない）
　
陵が匈奴に降るよりも早く、丁度その一年前から、漢の中郎将蘇武が胡地に引留められてゐた。
＊陵が匈奴に降るよりも早く、丁度その一年前…天漢元年（前一〇〇） 。 「李陵・司馬遷年表」の天漢元年の所には「武使。 」とある。また年表の後に「天漢元㊶
　
武」と記されており、蘇武が匈奴に捕らえられたのは、四一歳の時
と設定されていることがわかる。
＊中郎将蘇武…蘇武（？～前六〇） 。字は
子し
卿けい
。杜
とり
陵よう
（陝西省西安市の東南）の人。衛
えい
青せい
に従って匈奴を討伐した
蘇そ
建けん
の次男。中郎将は宮中の宿営に任じられた武官の長。生年は不詳だが、前注の設定から計算すると、中島敦は、
蘇武の生年を、武帝が即位した建元元年（前一四〇）とし、八二歳で没したと設定したことになる。
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元来蘇武は平和の使節として捕虜交換のために遣はされたのである。所が、その副使某が偶々匈奴の内紛に関係し
たゝめに、使節団全員が囚へられることになつて了つた。単于は彼等を殺さうとはしないで、死を以て脅して之を降らしめた。たゞ蘇武一人は降服を肯んじないばかりか、辱しめを避けようと自ら剣を取つて己が胸を貫いた。昏倒した蘇武に対する胡毉の手当といふのが頗 変つてゐた。地を掘つて坎を為り熅火を入れて、その上に傷者を寐かせ其の背中を蹈んで血を出させたと漢書には誌されてゐる。この荒療治のお蔭で、不幸にも蘇武 半日昏絶した後に又息を吹返した。且鞮侯単于はすつかり彼に惚れ込 だ。数旬の後漸く蘇武の身体が回復すると、例の近臣衛律をやつ又熱心に降を勧めさせた。衛律は蘇武が鉄火 罵詈に遭ひ、す り恥をかいて手を引いた。その後蘇武が窖の中に幽閉された時旃毛 雪に和して喰ひ以て飢を凌いだ話や、竟に北海の滸人無き所に遷されて牡羊が乳 出さば帰る許さんと言はれた話は、持節十九年の彼の名 共 、余り も有名だから、玆には述べない。と かく 李陵が悶々の余生を胡地に埋めようと漸く決心せざるを得なくなつた頃、蘇武は 既に久しく北海（バイカル湖）の滸で独り羊を牧してゐたのである。＊蘇武は平和の使節 して捕虜交換の めに遣はされた…「蘇武伝」には「天漢元年、且鞮侯単于初立、恐漢襲之、
廼曰、漢天子我丈人行也。盡帰漢使路充国等。武帝嘉其義、廼遣武以中郎将使持節送匈奴使留在漢者、因厚賂単于、答其善意。武与副中郎将張勝及仮吏常恵等募士斥候百余人倶。既至匈奴、置幣遺単于。 （天漢元年、且
しよ
鞮てい
侯こう
単ぜん
于う
初めて立ち、漢の之を襲ふを恐れ、廼
すなは
ち曰く、 「漢の天子は我の丈
ち
人ち
の行
たぐい
なり。 」と。盡く漢の使の路
ろじ
充ゆう
国こく
等を帰
す。武帝 其の義を
嘉よみ
し、廼ち武を遣はし、中郎将を以て使節を持し、匈奴の使の漢に留在せらるる者を送らし
め、因りて厚く単于に
賂まひなひ
し、其の善意に答へんとす。武は副中郎将の
張ちよう
勝しよう
及び
仮か
吏り
の
常じよう
恵けい
等
募つの
りし士・
斥せつ
候こう
百余
人と倶
とも
にす。既に匈奴に至り、幣を置き単于に遺
おく
る。 ） 」とある。つまり、天漢元年、且鞮侯単于が漢の使者を送還
してきたことに応え 漢に抑留されていた匈奴の使者を送り返す使節の長として蘇武が派遣されたのである。中島
二〇八
敦はそのことを「平和の使節として捕虜交換のために遣はされた」と要約している。
＊その副使某が偶々匈奴の内紛に関係したゝめに、使節団全員が囚へられることになつて了つた。…「蘇武伝」 「方
欲発使送武等、会緱王与長水虞常等謀反匈奴中。緱王者昆邪王姉子也。与昆邪王倶降漢、後随浞野侯没胡中。及衛律所将降者、陰相与謀劫単于母閼氏帰漢。会武等至匈奴。虞常在漢時素与副張勝相知。私候勝曰、聞漢天子甚怨衛律。常能為漢伏弩射殺之。吾母与弟在漢。幸蒙其賞賜。張勝許之、以貨物与常 後月余、単于出猟、独閼氏子弟在。虞常等七十余人欲発 其一人夜亡、告之。単于子弟発兵与戦。緱王等皆死、虞常生得。 使衛律治其事。張勝聞之、恐前語 、以状語武。武曰、事如此、此必及我。見犯廼死、重負国。欲自殺。勝・恵共止之。虞常果引張勝。 （方
まさ
に使を発して武等を送らしめんと欲するに、会
たまたま
緱こう
王おう
、長水の虞
ぐじ
常よう
等と匈奴の中に謀反す。緱王なる者は、
昆こん
邪や
王おう
の姉の子なり。昆邪王と倶に漢に降り、後に浞
さく
野や
侯こう
に随ふも胡中に没
ぼつ
せり。衛
えい
律りつ
の将
ひき
ゐて降る所の者に及び
て、陰
ひそか
に相ひ
与とも
に単于の母の
閼えん
氏し
を
劫おびや
かして漢に帰するを謀る。会
たまたま
武等匈奴に至る。虞常、漢に在る時に、素
もと
よ
り副の
張ちよう
勝しよう
と相ひ知る。私
ひそか
に勝に
候うかが
ひて曰く、 「漢の天子、甚だ衛律を怨むと聞く。常、能く漢の為に
弩いしゆみ
を伏せて
之を射殺せん。吾が母、弟と漢に在り。幸ひに其の賞賜を
蒙こうむ
らん。 」と。張勝、之を許し、貨物を以て常に与ふ。
後月余、単于 猟に出で、独り閼氏・子弟在るのみ 虞常等七十余人、発せんと欲するも、其の一人、夜に亡
に
げ、
之を告ぐ。単于の子弟、兵を発し与
とも
に戦ひ、緱王等は皆死し、虞常は生得せらる。単于、衛律をして其の事を治め
しむ。張勝 聞き 前語の発するを恐れ、状を以て武 語る。武曰く、 「事
此かく
のごとくなれば、此れ必ず我に及
ばん。犯され
廼すなは
ち死ぬれば重ねて国に
負そむ
かん。 」と。自殺せんと欲す。勝
しよう
・
恵けい
共に之を止む。虞常、果して張勝を
引く。 ） 」による つまり、 「副使某」 は張勝のことで 「匈奴の内紛」とは、漢の降将の虞常と匈奴の緱王とが共謀して、単于の母を略取して漢に投降しようとしたが、単于に緱王らは討たれ、虞常は捕らえられ失敗に終わった事件のことである 虞常にこの謀を持ちかけられた張勝がこれを許し援助したことが発覚し 使節全員が捕らえられ、降服させられること なったのである。この事件に張勝が関与していたことを知らされた蘇武は自殺をしようとしたが、張勝・常恵に止められている。
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＊単于は彼等を殺さうとはしないで、～すつかり恥をかいて手を引いた。…「蘇武伝」 「単于怒、召諸貴人議、欲殺
漢使者。左伊秩訾曰、即謀単于、何以復加。宜皆降之。単于使衛律召武受辞。武謂恵等、屈節辱命。雖生何面目以帰漢。引佩刀自刺。衛律驚、自抱持武、馳召毉 鑿地為坎、置熅火、覆武其上、蹈其背以出血。武気絶、半日復息。恵等哭、輿帰営。単于壮其節、朝夕遣人候問武。而収繫張勝。武益愈、単于使使暁武。会論虞常、欲因此時降武。剣斬虞常巳 律曰、漢使張勝謀殺 近臣、当死、単于募降者赦罪。挙剣欲撃之 勝請降。律謂武曰、副有罪、当相坐。武曰 本無謀、又非親属 何謂相坐。復挙剣擬之。武不動。律曰 蘇君。律前負漢帰匈奴。幸蒙大恩、賜号称王 擁衆数万、馬畜弥山、富貴如此。蘇君、今日降、明日復然 空以身膏草野、誰復知之 武不応。律曰、君因我降、与君為兄弟。今不聴吾計 後雖欲復見我 尚可得乎 武罵律曰、女為人臣子、不顧恩義、畔主背親、為降虜於蛮夷。何以女為見 且単于信女 使決人死生 不平心持正、反欲闘両主、観禍敗 南越殺 使者、屠為九郡。宛王殺漢使者、頭縣北闕 朝鮮殺漢使者、即時誅滅。独匈奴未耳。若知我不降明 欲令両国相攻、匈奴之禍従我始矣。律知武終不可脅、白単于 （ 怒り 諸貴 を召して議し 漢の使者を殺さんと欲す 左
さ
伊い
秩ちつ
訾し
曰
く、 「即ち単于を謀らば、何を てか復
ま
た加へん。宜
よろ
しく皆之を降
くだ
すべし。 」と。単于、衛律をして武を召し辞を受
けさしむ。武、恵等に謂はく 「節を屈し命を辱しむ。生きると雖ども 何の面目ありて以て漢に帰せん。 」と 佩
はい
刀とう
を引きて自ら刺す。衛律驚き、自ら武を抱き持ち、馳せて毉
い
を召す。地を鑿
うが
ち坎
けつ
を為
つく
り、熅
うん
火か
を置き、武を其の
上に覆ひ、其の背を蹈
ふ
み以て血を出す。武は気絶し、半日にして復
ま
た息す。恵等哭
な
きて、輿
こし
して帰営す。単于、其
の節を壮 し、朝夕に人を
遣つか
はし武を候問せしむ。而して張勝を
収しう
繫けい
す。武は
益ますます
愈い
え、単于、使をして武を
暁さと
さ
しむ。会
たまたま
虞常を論じ、此の時に因
よ
りて武を降さんと欲す。剣で虞常を斬り巳
をは
りて、律曰く、 「漢使張勝の単于の近
臣を謀殺するは、死に当るも、単于の を募るは罪
赦ゆる
すなり。 」と。剣を挙げて之を擊たんと欲す。勝、降を請
ふ。律は武に謂ひて曰く 「副に罪有り 相ひ坐すに当たる。 」と。武曰く 「本
もと
より謀無く、又親属にも非ず。何
ぞ相ひ坐すと謂ふ。 」と。復
ま
た剣を挙げ之を擬
ぎ
すに、武、動ぜず。律曰く、 「蘇君。律は前
さき
に漢に負
そむ
き匈奴に帰す。
幸ひに大恩を蒙
こうむ
り、号を賜ひ王を称す。衆数万を擁し、馬畜は山に弥
あまね
く、富貴此くのごとし。蘇君、今日降らば、
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明日復た然り。空しく身を以て草野を膏
こう
すも、誰か復た之を知る。 」と。武、応ぜず。律、曰く、 「君、我に因
よ
りて
降らば、君と兄弟と
為な
らん。今、吾が計を聴かずんば、後に復た我に
見まみ
えんと欲すと雖も、尚ほ
得う
べきか。 」と。
武、律を
罵ののし
りて曰く、 「女
なんぢ
は人の臣子
為た
りて、恩義を顧みず、主に
畔そむ
き親に
背そむ
き、蛮
ばん
夷い
に降り虜と為る。何を以て
女に見
まみ
ゆるを為さん。且つ単于は女を信じ、人の死生を決せしむるに、平心に正を持せずして、反つて両主を闘は
せ、禍
か
敗はい
を観
み
んと欲す。南越は漢の使者を殺し、屠
ほふ
られて九郡と為る。宛
えん
王おう
は漢の使者を殺し、頭
こうべ
を北
ほく
闕けつ
に縣けら
る。朝鮮は漢の使者を殺し、即時に誅滅せらる。独り匈奴のみ未だしなり。若
なんぢ
、我の降らざるの明らかなるを知
り、両国をして相ひ攻めしむを欲すれば、匈奴の
禍わざは
ひ我より始まらん。 」と 律、武を
終つひ
に
脅おびや
かすべからざるを知
り、単于に白
まう
す。 ） 」とある。中島敦 医者の手当ての話は丁寧に記し、衛律と蘇武の会話の内容は省略している。
＊たゞ蘇武一人は降服を肯んじないばかりか、辱しめを避けようと自ら剣を取つて己が胸を貫いた。…匈奴に降服せ
ずに抑留された者は 蘇 一人と読めるが、 「蘇武伝」には、蘇武が北海のほとりに移された記事のあとに、 「別其官属常恵等、各置他所。 （其 官属の常恵等は別
わ
かちて、各
おのおの
他所に置く。 ） 」とあり、蘇武の部下の常恵らも別々の
場所に抑留されてい ことが記されている。また、蘇武が帰国するに当たって、九名の部下が一緒に帰り、帰国後、蘇武とその九名が褒賞されたことも記されている。この小説では、蘇武が帰国することに る場面に、 「十九年前蘇武に従つて胡地に来 常恵といふ者」 いう記述があり、少なくとも一人は同時に抑留された部下がいたらしいことが分かるが、この箇所ではそのような部下 存在は伏せられてい 。
＊その後蘇武が窖の中に～北海（バイカル湖）の滸で独り羊を牧してゐたのである。…「蘇武が窖の中に幽閉された
時旃毛を雪に和して喰ひ以 飢を凌いだ話」 、 「北海の滸人無き所に遷されて牡羊が乳を出さば帰るを許さんと言はれた話」は、 「蘇武伝」 は 「単于愈益欲降之。廼幽武置大窖中 絶不飲食。天雨雪 武臥齧雪与旃毛并咽之、数日不死。匈奴以為神、乃徙 北海上無人処、使牧羝 羝乳乃得帰。 （単于、愈
いよいよ
益ますます
之を降さんと欲す。廼
すなは
ち武を幽
し
大おおあ
窖なぐら
の中に置き、絶ちて飲食させず。天、雪を
雨ふら
らす。武、臥して雪と
旃せん
毛もう
を
齧か
み并せて之を
咽の
み、数日死な
ず。匈奴、以て神と為し、乃ち を北海の
上ほとり
、無人の処に
徙うつ
し、羝
てい
を牧せしめ、羝の乳すれば乃ち帰るを得せし
『李陵・司馬遷』注解（四） （山下・村田）

二一一
む。 ） 」とある。蘇武の話は、 『蒙
もう
求ぎゆう
』にも「蘇武持節」の故事があり、また、 『十八史略』によって日本で広く知ら
れることになった。日本の書物としては、古くは『万葉集』防人歌に見られる。また、 『今昔物語集』天竺震旦部、 『平家物語』巻二にも見られる。近代では、 幼学綱要』 （明治一五年）という修身書の「忠節第二」に、蘇武の逸話が掲載されている 『幼学綱要』は大正期に新版が出、昭和一三年には岩波文庫に収録されて広く知られるようになった。また、漢文教材として編集された 小学中等新撰読本巻五』 （明治一七年）には、 「蘇武持節」という題で、 『蒙求』の一節が採られている。執筆時に近い所では、 『修養文芸名作選』 （大日本雄弁会講談社、一九九年刊）に坪内逍遙の「蘇武」が収録され いる。中村不折の「蘇武之苦節」 一九二九 、帝展出品）という絵画もある。
　
李陵にとつて蘇武は二十年来の友であつた。曾て時を同じう 侍中を勤めてゐたこともある。片意地でさばけな
いところはあるにせよ、確かに稀に見る硬骨の士であることは疑ひないと陵は思つてゐた。天漢元年に蘇武が北へ立つてから間も無く、武の老母が病死した時も、陵は陽陵迄その葬を送つた。蘇武の妻が良人の再び帰る見込無しと知つて、他家に嫁したといふ噂を聞いたのは、陵の北征出発直前のことであつた。その時、陵は友の為にその妻の浮薄をいたく憤つた。＊李陵にと 蘇武は二十年来の友で～侍中を勤めてゐたこともある。…「蘇武伝」の「初、 与李陵
倶
為侍中。
（初め、武、李陵と倶に侍中と為る。 ） 」による。 「侍中」は天子の衣服など身の回りのことをつかさどり左右を補佐する官。 「李陵伝」には、 「陵字少卿、少為侍中建章監 （陵 字は少
しよ
卿うけい
。少くして侍
じち
中ゆう
建けん
章しよ
監うかん
と為る。 ） 」とある。
＊天漢元年に蘇武が北へ立つてから～そ 妻の浮薄を く憤つ 。…「蘇武伝」 北海へ使いし蘇武に言った李陵
の言、 「来時、大夫人巳不幸、陵送葬至陽陵。子卿婦年少、聞巳更嫁矣。独有女弟二人、両女一男、今復十余年存亡不可知。 （来たる時、大夫人、巳に不幸、陵 葬を送り
陽よう
陵りよう
に至る。子
し
卿けい
の婦は年
少わか
く、巳に
更こう
嫁か
せりと聞け
二一二
り。独り
女いも
弟うと
二人、両女一男有るのみ。今や
復ま
た十余年、存亡知るべからず。 ） 」による（ 「来時」は、天漢二年の
李陵北征時のこと。陽陵は、陜西省長安付近で、漢の景帝陵のあるところ。 ） 。ただし、残された妹、娘、息子の生死不明のことを外している。 「その時、陵は友の為にその妻の浮薄をいたく憤つた 」は中島敦による。
　
しかし、図らずも自分が匈奴に降るやうになつてから後は もはや蘇武に会ひたいとは思はなかつた。武が遥か北
方に遷されてゐて顔を合はせずに済むことを寧ろ助かつたと感じてゐた。殊に、己の家族が戮せられて再び漢に戻る気持を失つてからは、一層この「漢節を持した牧羊者」との面接を避けたかつた。＊自分が匈奴 降るやうになつてから後は、～面接を避けたかつた。…「蘇武伝」の「武使匈奴明年、陵降、不敢求
武。 （武、匈奴に使ひせし明年、陵降るも、敢へて武を求めず。 ） 」をもとにした記述。
＊漢節を持した牧羊者…「蘇武伝」の「杖漢節牧羊、臥起操持、節旄盡落。 （漢の節を
杖つえつ
きて羊を牧す、臥
が
起き
に
操さう
持じ
し、節
せつ
旄もう
盡く落つ。 ） 」による。漢帝の使者の旗印を持ち続ける羊使い。
　
狐鹿姑単于が父の後を嗣いでから数年後、一時蘇武が生死不明との噂が伝は た。父単于が竟 降服させることの
出来なかつた此の不屈の漢使の存在を思出した狐鹿姑単于は、蘇武の安否 確かめると共に、若し健在ならば今一度降服を勧告するやう、李陵に頼んだ。陵が武の友人である とを聞いてゐたのである。已むを得ず陵は北へ向つた。＊狐鹿姑単于が～陵は北へ向つた。…「李陵伝」の「久之單于使陵至海上（久
しば
之らく
して、単于、陵をして海の上
ほとり
に至ら
しむ。 ） 」という記事をふくらませたもの。狐鹿姑単于が即位したのは太始元年（前九六）であるから、 「数年後」を五年後とすると、前九一年頃、李陵四三歳 蘇武五〇歳の時に、二人は九年ぶりに再会したことになる。ちなみに、この再会の後、 「数年後」に李陵は再び蘇武のもとを訪れるが、それは武帝の崩御の年、後元二年（前八七）
『李陵・司馬遷』注解（四） （山下・村田）
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なので、 「数年後」は四年後となる。また、 「李陵・司馬遷年表」の征和二年の所に「
91」という書き込みがある
が、これは李陵が蘇武と再会した年のつもりで書き込まれたとも思われる。
　
姑且水を北に溯り郅居水との合流点から更に西北に森林地帯を突切る。まだ所々に雪の残つてゐる川岸を進むこと
数日、漸く北海の碧い水が森と野との向ふに見え出した頃、此の地方の住民なる丁霊族の案内人は李陵の一行を一軒の哀れな丸木小舎へと導いた。小舎の住人が珍しい人声に驚かされて、弓矢を手に表へ出て来た。頭から毛皮を被つた鬚ぼう〳〵の熊の様な山男の顔の中に、李陵が曾ての栘中厩監蘇子卿の俤を見出してからも、先方がこの胡服の大官を前 騎都尉李少卿と認める迄には尚暫くの時間が必要であつ 。蘇武 方では陵が匈奴に事へてゐることも全然聞いてゐなかつたのである。＊姑且水を北に溯り郅居水との合流点から～一軒の哀れな丸木小舎へと導いた …李陵が降服勧告 行く道筋につい
ての説明は、中島敦による。 「姑
こ
且しよ
水すい
」は、トラ河のことで、セレンガ河である「郅
しつ
居きよ
水すい
」と合流して北海（バイ
カル湖）へ注ぐ。 『東洋古代史』 「第四章
　
亜細亜南北両系統民族の抗争」 「六
　
武帝歿後の形勢」の征和三年（前
九〇）に行われた李広利等率い 十四万の漢軍による武帝時代最後の匈奴討伐に関する記事（四六一頁）の「郅居水」に「外蒙古セレンガ河」 、 「姑且水」に「外蒙古トラ河」 、現在の名称が注釈されている。 『世界地図』十八、九頁「第五図支那（中華民国） 」の「セレンガ河」に「ａ 、 「トラ河」に「ｂ」 、地図の左上部欄外に ａ、郅居水」 「ｂ、姑且水」と、現在の河川名と照合した中島敦の筆跡が残されている。これ より道筋を 北に」 「西北に」と説明したのであろう。 「丁
てい
霊れい
族」は、バイカル湖あたりに住んでいた遊牧民族。丁令族とも書く。
＊小舎の住人が～聞いてゐなかつたのである。…中島敦によ 「栘
いち
中ゆう
厩きゆ
監うかん
」は、宮中の厩舎を監督する官。 「蘇子
卿」の子
し
卿けい
は、蘇武の字。 「李少卿」の少
しよ
卿うけい
は、李陵の字。
二一四
　
感動が、陵の内に在つて今迄武との会見を避けさせてゐたもの
00
を、一瞬圧倒し去つた。二人とも初め殆どものが言
へなかつた。　
陵の供廻りどもの穹廬がいくつか、あたりに組立てられ、無人の境が急に賑やかになつた。用意して来た酒食が早
速小舎に運び入れられ、夜は珍しい歓笑の声が森の鳥獣を驚かせた。滞在は数日に亙つた。＊用意して来た酒食が早速小舎に運び入れられ…「蘇武伝」の「久之、単于使陵至海上為武置酒設楽（久
しば
之らく
して、単
于、陵をして海 上に至らしめ、武の為に酒を置き楽を設けしむ。 ） 」による。
　
己が胡服を纏ふに至つた事情を話すことは、流石に辛かつ 。しか 、李陵は少しも弁解の調子を交へずに、事実
だけを語つた。蘇武がさり気なく語る其の数年間の生活は全く惨憺たるも であつたらしい。何年か以前に匈奴の於瑤王が猟をするとて偶々ここを過ぎ蘇武に同情して、三年間続けて衣服食糧等を給して呉れたが、その於瑤王の死後は凍てついた大地から野鼠を掘出して、飢を凌がなければならない始末だと言ふ。彼の生死不明の噂は彼の養つてゐた畜群が剽盗共のために一匹残らずさらはれて了つたことの訛伝 し 。陵は蘇武 母 死んだことだけは告げたが、妻が子を棄てて他家へ行つたことは流石に言へなかつた。＊己が胡服を纏ふに至つた事情～事実だけを語つ 。…「蘇武伝」 、 「陵始降時、忽忽如狂、自痛負漢、加以老
母繫保宮。子卿不欲降、何以過陵。 （ の始め降る時 、忽
こつ
忽こつ
として狂するが如く、自ら漢に
負そむ
くを痛み、加へて
老母を以て
保ほき
宮ゆう
に
繫けい
せらる。子
し
卿けい
の降るを欲せざるは、何を以てか陵を過ぎん。 ） 」と記されている。また、 「答蘇
武書」においても、やむなく匈奴に投降した無念の思い、肉親を処刑されて血 涙を流したこ が切々と語自己弁護の色が濃い。
＊蘇武がさり気なく語る～一匹残らずさらはれて了つたことの訛伝 しい。…「蘇武伝」 「武既至海上 稟食不
『李陵・司馬遷』注解（四） （山下・村田）
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至、掘野鼠去屮実而食之。杖漢節牧羊、臥起操持、節旄盡落。積五六年、単于弟於斐王弋射海上。武能網紡繳、檠弓弩、於斐王愛之、給其衣食。三歲余、王病、賜武馬畜服匿穹廬。王死後、人衆徙去。其冬、丁令盗武牛羊、武復窮厄。 （武、既に海の
上ほとり
に至り、稟
りんし
食よく
至らず、野に鼠を掘り
屮くさ
の実を
去をさ
めて之を食ふ。漢の節を杖して羊を牧し、
臥が
起き
に操
さう
持じ
し、節
せつ
旄もう
盡く落つ。積むこと五六年。単于の弟の於
お
斐けん
王おう
、海の上に弋
よく
射しや
す。武は能く網
あみ
し、繳
いと
を紡ぎ、
弓きゆ
弩うど
を檠
けい
す。於斐王は之を愛し、其の衣食を給す。三歳余にして、王、病み、武に馬
ば
畜ちく
・服
ふく
匿とく
・穹
きゆ
廬うろ
を賜ふ。王の
死後、人
じん
衆しゆう
は
徙うつ
し去る。其の冬、丁
てい
令れい
、武の牛羊を盗み、武は
復ま
た
窮きゆ
厄うやく
す。 ） 」による。中島敦は蘇武の生活の悲
惨・過酷さについては典拠に近い書き方をしている。なお、 「蘇武伝」には、蘇武が漢に帰還した翌年の始元七年（前八〇） 、霍
かく
光こう
と対立 た上
じよう
官かん
桀けつ
の子安、桑
そう
弘こう
羊よう
および燕
えん
王おう
旦たん
の謀反事件に連座して蘇武の息子元が死んだこと、
昭帝の後を継いだ宣帝の蘇武寵幸の記述に続 、 「武年老、子前坐事死。上閔之、問左右、武在匈奴久。豈有子乎。武因平恩侯自白、前発匈奴時 胡婦適産一子通国、有声問来。願因使者致金帛贖之。上許焉。後通国随使者至、上以為郎。 （武は年老い、子
こ
は前
さき
に事に坐して死す。上
しよう
、之を閔
あわれ
み、左右に問ふ、 「武は匈奴に在りて久し。豈
あ
に
子こ
あるか。 」と。武は
平へい
恩おん
侯こう
に
因と
りて
自みづか
ら
白まう
す、 「前に匈奴に発せし時に、胡婦は
適
たまたま
一子
通つう
国こく
を産み、問来の声
有り。願はくは使者に
因よ
りて
金かね
帛きぬ
を致し之を
贖あがな
はん。 」と。上
しよう
焉これ
を許す。後に
通つう
国こく
、使者に
随したが
ひて至り、上、以て
郎と為す。 ） 」とある 「蘇武伝」では、蘇 には胡地に妻子がいたことが明記されているが 中島敦は一切触れていない。
＊陵は～妻が子を棄てて他家へ行つたことは流石に言へなかつた。…五段落前の注にあるように、 「蘇武伝」では李
陵は妻のことも伝えている
　
此の男は何を目当に生きてゐるのか 李陵は怪しんだ。未だに漢に帰れる日を待ち望んでゐるのだらうか 蘇武の
口裏から察すれば、今更そんな期待は少しも持 てゐないやうである。それでは何の為に斯うした惨憺たる日々を堪へ忍んでゐるのか？単于に降服を申出れば重く用ひられることは請合だが、それをする蘇武でないことは初めから
二一六
分り切つてゐる。李陵の怪しむのは、何故早く自ら生命を絶たないのかといふ意味であつた。李陵自身が希望のない生活を自らの手で断ち切り得ないのは、何時の間にか此の地に根を下して了つた数々の恩愛や義理のためであり、又今更死んでも格別漢のために義を立てることにもならないからである。蘇武の場合は違ふ。彼にはこの地での係累もない。漢朝に対する忠信といふ点から考へるなら、何時迄も節旄を持して曠野に飢ゑるのと、直ちに節旄を焼いて後自ら首刎ねるのとの間に、別に差異はなさゝうに思はれる。はじめ捕へられ 時にいきなり自分の胸を刺した蘇武に、今となつて急 死を恐れる心が萌したとは考へられない 李陵は、若い頃の蘇武 片意地を
―
滑稽な位強情な
痩我慢を思出した。単于は栄華を餌 極度の困窮の中から蘇武を釣らうと試みる、餌に釣られるのは固より、苦難に堪へ得ずして自ら殺すことも亦、単于に（或ひはそれによつて象徴される運命に）負けることに 。蘇武はさう考へてゐるのではなからうか。運命と意地の張合ひをしてゐるやうな蘇武の姿が、併し、李陵 は滑稽や笑止には見えなかつた。想像を絶した困苦、欠乏、酷寒、孤独を、しかも之か 死 至る迄の長い間、平然と笑殺して行かせるものが、意地だとすれば、この意地 そ 誠 凄じくも壮大 も と言はねばならぬ。昔 多少は大人気なくも見えた蘇武の痩我慢が、斯かる大我慢に迄成長してゐるのを見て李陵は驚嘆した。しかも此 男は自分の行が漢に迄知られることを予期し ない。自分が再び に迎へ れるこ は固より、自分がかゝる無人の地で困苦と戦ひつゝあることを漢はおろか匈奴の単于にさへ伝へて呉れる人間の出てくること も期待 てゐ つた。誰にも看取られず 独り死んで行くに違ひない其の最後の日に、自ら顧みて最後ま 運命 笑殺し得た事に満足して死ん 行かうといふのだ。誰一人己が事蹟を知つ 呉れなくとも差支へない いふ であ 。 曾て先代単于 首を狙ひながら その目的は果すとも、自分がそれを持つて匈奴の地を脱走し得なけ ば、折角の行為が空 く 漢に迄聞えな であらうことを恐れて、竟に決行の機を見出し得なかつた。人に知られざ ことを憂へぬ蘇武を前 して 彼はひそかに冷汗の出る思ひであつた。＊節旄…天子が使者に与える使節旗。旄牛（からうし）の尾の毛を棹 先に けたもの
『李陵・司馬遷』注解（四） （山下・村田）
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＊李陵は、曾て先代単于の首を～ひそかに冷汗の出る思ひであつた。…「答蘇武書」に「然陵不死、有所為也、故欲
如前書之言、報恩於国主耳。誠以虚死不如立節、滅名不如報徳也。 （然れども陵の死せざるは、為す所有らんとすればなり。故に前書の言のごとくして、恩を国主に報いんと欲するのみ。誠に以へらく、虚しく死するは節を立つるに如かず、名を滅するは徳に報ゆるに如かずと。 」という記述がある 中島敦は〈三〉の冒頭でも 李陵が自分の名誉のために単于の首を取って帰りたいと考えていたと書 ていた 、ここでもそれを繰り返している。
　
最初の感動が過ぎ、二日三日と経つ中に、李陵の中に矢張一種のこだはりが出来てくるのを うする事もできなか
つた。何を語るにつけても、己の過去と蘇武のそれとの対比が一々ひつかゝつてくる。蘇武は義人、自分は売国奴と、それ程ハツキリ考へはしないけれども、森と野と水との沈黙によつて多年の間鍛へ上げられた蘇武の厳しさの前には己の行為に対す 唯一の弁明であつた今迄のわが苦悩の如きは一溜りもなく圧倒されるのを感じない訳にいかない。それに、気のせゐか、日
ひ
日にち
が経つにつれ、蘇武の己に対する態度の中に、何か富者が貧者に対する時のやうな
―
己の優越を知つた上で相手に寛大であらうとする者の態度を感じ始めた。何処とハツキリはいへないが、どうか
した拍子にひよいとさういふものの感じられることがある。繿縷を纏うた蘇武の目の中に、時として浮ぶ微かな憐愍の色を、豪奢な貂裘を纏うた右校王李陵は何よりも恐 た。　
十日ばかり滞在した後、李陵は旧友に別れて、悄然と南へ去つた。食糧衣服の類は充分に森の丸木小舎に残して来
た。＊十日ばかり滞在 後、～食糧衣服の類は充分に森の丸木小舎に残して来た。…「蘇武伝」には「因泣下霑衿、与
武決去。 」 （因りて泣
なみだ
下り衿を霑
うるほ
し、武と決して去りたり。 ） 」とある。中島敦は、落涙したことを悄然と去ったと変
更し、滞在期間や食糧衣服についての記述を付加してい 。
二一八
　
李陵は単于からの依嘱たる降服勧告については到頭口を切らなかつた。蘇武の答は問ふ迄もなく明らかであるもの
を、何も今更そんな勧告によつて蘇武をも自分をも辱しめるには当らないと思つたからである。＊李陵は単于からの依嘱たる降服勧告については到頭口を切らなかつた。…「蘇武伝」では、李陵は「単于聞陵与子
卿素厚、故使陵来説足下。虚心欲相待。終不得帰漢、空自苦亡人之地、信義安所見乎。前長君為奉車、従至雍棫陽宮、扶輦下除、触柱折轅。劾大不敬、伏剣自刎、賜銭二百万以葬。孺卿従祠河東后土、宦騎与黄門駙馬争船、推堕駙馬河中溺死 宦騎亡、詔使孺卿逐捕不得、惶恐飲薬而死。 （単于は陵と
子し
卿けい
と
素もと
より厚きを聞き、故に陵をして
足そつ
下か
に来説せしむ。虚心に相い待せんことを欲す。終
つひ
に漢に帰することを得ず、空しく
自みづか
ら
亡ばう
人じん
の地に苦しめど
も、信義は安
いづ
れの所にか見
あらは
れんや。前
さき
に長君は奉
ほう
車しや
と為り、従ひて雍
よう
の棫
よく
陽よう
宮きゆう
に至り、輦
れん
を扶
たす
け下
か
除じよ
して、柱に触
れ轅
ながえ
を折る。大不敬に劾
がい
せられ、剣に伏して自
じ
刎ふん
し、銭二百万を賜はり以て葬らる。孺
じゆ
卿けい
は従ひて河東の后
こう
土ど
を祠
まつ
るに、宦
かん
騎き
、黄
こう
門もん
駙ふ
馬ば
と船を争ひ、駙馬を河中に推し堕
おと
し溺死せしめ、宦騎は亡
に
ぐ。詔にて孺卿をして逐
ちく
捕ほ
せしむ
るも得ず、惶
こう
恐きよう
し薬を飲みて死す。 ） 」と述べている。つまり、蘇武の信義が何人にも知られることがないこと、蘇
武の兄（長君）や弟（孺卿）が漢から不当な扱いを受けて自害に追い込まれたことを挙げて、降伏勧告しているのである。また、続いて、前注のように妻が再婚したこと、妹や子供が行方知れずであることを言い、 「且陛下春秋高、法令亡常、大臣亡罪夷滅者数十家、安危 可知。 （且つ陛下は春秋高く、法令は常
亡な
く、大臣の罪亡くして
夷い
滅めつ
せらるる者は数十家、安
あん
危き
知るべからず。 」と老いた武帝の過酷な政を批判している。そして最後に「子卿尚復
誰為乎。願聴陵計、勿復有云。 （子
し
卿けい
、尚ほ
復ま
た誰が為なるや。願はくは陵が計を聴き、復た云ふこと有る勿か
れ。 ） 」と説得してい 。さらに 「陵与武飲数日 復曰、子卿壱聴陵言。 」 （陵は武と飲む 数日 復た曰く、 「子卿は
壱いつ
に陵の言ふを聴け。 」と。 ） 」というように、二度にわたって単于の命の通り、蘇武に匈奴に降服するよう説
得する記述がある。中島敦は、 「蘇武伝」の記事を改変し「降服勧告」をしなかったとしている。
『李陵・司馬遷』注解（四） （山下・村田）

二一九
　
南に帰つてからも、蘇武の存在は一日も彼の頭から去らなかつた。離れて考へる時、蘇武の姿は却つて一層厳しく
彼の前に聳えてゐるやうに思はれる。李陵自身、匈奴への降服といふ己の行為を善しとしてゐる訳ではないが、自分の故国に盡くした跡と、それ 対して故国の己に酬いた所とを考へるなら、如何に無情な批判者と雖も、尚、その「やむを得なかつた」ことを認めるだらうとは信じてゐた。所が、こゝに一人の男があつて、如何に「やむを得ない」と思はれる事情を前にし も 断じて、自らにそれは「やむを得ぬ だ」 考へ方を許さう ないのである。　
飢餓も寒苦も孤独の苦しみも、祖国の冷淡も、己の苦節が竟に何人にも知られないだらうといふ殆ど確定的な事実
も、この男にとつて、平生の節義を改めなければならぬ程の 」事情ではない だ。蘇武の存在は彼にとつて、崇高な訓誡でもあり、いらだたしい悪夢でもあつた 時々彼は人 遣はして蘇武の安否を問はせ、食品、牛羊、絨氈を贈つた。蘇武を見た 気持と避けたい気持とが彼の中で常に闘つてゐた。＊時々彼は人を遣はして蘇武の安否を問はせ、食品、牛羊、絨氈を贈つた。…「蘇武伝 には「陵悪自賜武、使其妻
賜武牛羊数十頭。 （陵
自みづか
ら武に賜ふを
悪にく
み、其の妻をして武に牛羊数十頭を賜はしむ。 ） 」とある。中島敦は、 「其
妻」を曖昧な表現に変えている。
＊絨氈…じゅうせん。厚手の織物、フェルト。　
数年後、今一度李陵は北海の滸の丸木小舎を訪ねた。その時途中で雲中 北方を戍る衛兵等に会ひ、彼等の口か
ら、近頃漢の辺境では太守以下吏民が皆白服を著けてゐることを聞いた。人民が悉く服を白くしてゐるとあれば天子の喪に相違ない。李陵は武帝の崩じたのを知つた。北海の滸 到つて此の事を告げた時、蘇武は南に向つて号哭した。慟哭数日、竟に血を嘔くに至つた その有様を見ながら、李陵は次第に暗く沈んだ気持になつて行つた。彼は勿論蘇武 慟哭の真齦さを疑ふものではない。その純粋な烈しい悲嘆には心 動かされず はゐられない。だが 自分には今一滴 涙も泛んでこないのである。蘇武は 李陵 様 一族を戮せられるこ こ かつたが、 でも彼の
二二〇
兄は天子の行列に際して一寸した交通事故を起したために、又、彼の弟は或る犯罪者を捕へ得なかつたことのために、共に責を負うて自殺させられてゐる。どう考へても漢朝から厚遇されてゐたとは称し難いのである。それを知つての上で、今目 前に蘇武の純粋な痛哭を見てゐる中に、以前には唯蘇武の強烈な意地とのみ見えたものの底に、実は、譬へやうも無く清冽な純粋な漢の国土への愛情（それは 義とか節とかいふ外から押しつけられたものではなく、抑へようとして抑へられぬ、滾々と常に湧出 、最も自然な愛情）が湛へられてゐるこ を、李陵は始めて発見した。＊数年後、今一度李陵は～竟に血を嘔く 至つた。…「蘇武伝」には「後陵復至北海上、語武、区脱捕得雲中生口、
言太守以下吏民皆白服、曰上崩。武聞之、南郷号哭、欧血。旦夕臨数月。 （後に陵は
復ま
た北海の
上ほとり
に至り、武に語
る。 「区
おう
脱だつ
、雲
うん
中ちゆう
の
生せい
口こう
を捕え得たり。言ふ、 『太守以下、吏
り
民みん
皆白服にして上
崩ほう
ずと
曰い
ふ』と」 。武、之を聞き、
南に
郷むか
ひ
号ごう
哭こく
、欧
おう
血けつ
し、旦
たん
夕せき
臨りん
すること数月。 ） 」とある。 「蘇武伝」では、李陵は漢の捕虜から武帝の崩御を聞い
たことになっているが、中島敦は、匈奴の衛兵から「太守以下吏民が皆白服を著けてゐること」を聞き、崩御だと分かったと変更し 。また、 「蘇武伝」では、崩御を知った蘇武が「数月」の間、朝晩号哭して血を吐いたことになってい が、それを「数日」に変更している。 （もっとも、 「蘇武伝」の「～旦夕臨数月。昭帝即位～」のところは、 『四部叢刊
　
漢書』では、 「～旦夕臨。数月昭帝即位～」となっている。 「臨」は、 「哭泣する」の意だが、
それが「数月」に及ぶというのは現実的でないという判断からだろう。 ）
＊雲中…山西省、内モンゴルにまたがる地 現内モンゴル自治区托
と
克く
托と
東北。
＊太守以下吏民…太守（郡の長官）をはじめとして役人、人民。＊慟哭の真究さを疑うものではない…漢代から儒教の影響下、服喪儀礼として大声を上げて泣く「哭礼」があり た
とえ涙が出なくても声をあげて泣き真似をするのが君子であるとされていた。李陵は、蘇武の慟哭（大声で泣き叫ぶこと）が単なる服喪儀礼ではなく、 「真究」 （本当のありさま、心からのもの）であることを疑わなかったという
『李陵・司馬遷』注解（四） （山下・村田）

二二一
こと。
＊彼の兄は天子の行列に際して～漢朝から厚遇されてゐたとは称し難いのである。…三段落前の注参照。　
李陵は己と友とを隔てる根本的なものにぶつかつていやでも己自身に対する暗い懐疑に追ひやられざるを得なかつ
た。　
蘇武の所から南へ帰つて来ると、丁度、漢から 使者が到着した所 あつた。武帝の死と昭帝の即位とを報じて
旁々当分の友好関係を
―
常に一年とは続いたことの無い友好関係だつたが
―
結ぶための平和の使節である。その
使としてやつて来たのが、図らずも李陵の故人・隴西の任立政等三人であつた。＊丁度、漢からの使者が到着した所…「李陵・司馬遷年表」には、始元元年の所に「仁立政等至胡」と記されてい
る。李陵が捕虜になってから一三年目、四八歳のことである。
＊武帝の死と昭帝の即位…武帝は後元二年（前八七）二月丁
ひの
卯とう
の日（十四日） 、在位五五年、七〇歳で病死した。 「武
帝紀」 「 （後元二年二月）丁卯帝崩于五柞宮入殯于未央宮前殿三月甲申葬茂陵（丁
てい
卯ぼう
、帝は五
ごさ
柞くき
宮ゆう
に崩ず。入りて未
び
央おう
宮きゆう
の前殿に
殯
かりもがり
し、三月甲
こう
申しん
、茂
もり
陵よう
に葬る。 ） 」 。第六子の八歳の弗
ふつ
陵りよう
が翌始元元年（前八六）に昭帝として即位し
た。
＊任立政…隴西出身で李陵と幼なじみ。詳細 不明。　
その年の二月武帝が崩じて、僅か八歳の太子弗陵が位を嗣ぐや 遺詔によつて侍中奉車都尉霍光が大司馬大将軍と
して政を輔けることになつた。霍光は元、李陵と親しかつた 左将軍となつた上官桀も亦陵の故人であつた。この
二二二
二人の間に陵を呼返さうとの相談が出来上つたのである。今度の使にわざ〳〵陵の昔の友人が選ばれたのは其のためであつた。＊その年の 月武帝が崩じて、～輔けることになつた。…『漢書』 「昭帝紀」の「後元二年二月、上疾病、遂立昭帝
為太子。年八歳。以侍中奉車都尉霍光為大司馬大将軍、受遺詔輔少主。 （後
こう
元げん
二年二月、上
しよう
、疾
やまひ
病
となり、遂に昭
帝を立てて太子と為す。年八歳なり。侍
じち
中ゆう
奉ほう
車しや
都と
尉い
霍かく
光こう
を以て
大だい
司し
馬ば
大だい
将しよ
軍うぐん
と為し、遺
ゐし
詔よう
を受け
少しよ
主うしゆ
を
輔たす
けし
む。 ） 」による。 「その 」は、後元二年（前八七） 。 「弗
ふつ
陵りよう
」は、第八代皇帝昭帝（前九四～前七四。在位前八六～
前七四）の
諱いみな
。武帝の末子（第六子）として生まれる。霍光・
金きん
日じつ
磾てい
・
上じよう
官かん
桀けつ
が政務を補佐した。 「侍中」は皇帝
の身辺に侍する役職 「奉車都尉」は皇帝の乗
じよ
輿うよ
をつかさどる官で、武帝が初めて置き、秩禄は比二千石（ 『漢書』
「百官公卿表上」 ） 。霍光（？～前六八）は、字は
子し
孟もう
。霍
かく
去きよ
病へい
の異母弟で十余歳で郎となり、武帝に信任されて二
十余年身辺に侍し、後元二年、武帝の遺詔により、大司馬大将軍となり昭帝を補佐した。昭帝の死後、宣帝を擁立し、娘を皇后にして外戚となり二十余年にわたり権力を握った（ 『漢書』 「霍光金日磾伝」 ） 。 「大司馬大将軍」については一章の衛青の注を参照のこと。
＊霍光は元、李陵と親しかつたし、左将軍とな 上官桀も亦陵の故人であつた。…「李陵伝」の「昭帝立、大将軍
霍光・左将軍上官桀輔政。素与陵善。遣陵故人隴西任立政等三人
倶
至匈奴招陵。 （昭帝立ち、大将軍の霍光・左将
軍の上
じよう
官かん
桀けつ
、政を輔く。素
もと
より陵と善
うるわ
し。陵の故人隴西の任立政等三人を遣
つか
はし倶
とも
に匈奴に至り陵を招かしむ。 ） 」
による。左将軍は、 卿 位の四将軍（前・後・左・右将軍）の中で左軍を率いた（ 『漢書』 百官公卿表上」 ） 。上官桀（？～前八〇）は、字は
少しよう
叔しゆく
。後元二年（前八七） 、太
たい
僕ぼく
の上官桀は左将軍となり、霍光とともに昭帝を補佐
し、反乱者馬
ば
通つう
を斬った功績で安
あん
陽よう
侯こう
に封じられた 息子の上
じよう
官かん
安あん
と霍光の娘との間の娘を後宮に入れ、皇后とし
た。その後、霍光と権力を争い、元鳳元年（前八〇 、御
ぎよ
史し
大たい
夫ふ
桑そう
弘こう
羊よう
らと謀反し、誅に伏した。
『李陵・司馬遷』注解（四） （山下・村田）

二二三
　
単于の前で使者の表向の用が済むと、盛んな酒宴が張られる。何時もは衛律がさうした場合の接待役を引受けるの
だが、今度は李陵の友が来た場合とて彼も引張り出されて宴に連なつた。任立政は陵を見たが、匈奴の大官連の並んでゐる前で、漢に帰れとは言へない。席を隔てゝ李陵を見ては目配せをし、屢々己の刀環を撫でて暗に其の意を伝へようとした。陵はそれを見た。先方の伝へんとする所も略々察した。しかし、如何なる仕草 以て応へるべきかを知らない。＊単于の前で～暗に其の意を伝へようとした。…「李陵伝」 「立政等至、単于置酒賜漢使者。李陵・衛律皆侍坐。立
政等見陵、未得私語。即目視陵、而数数自循其刀環、握其足 陰諭之、言可還帰漢也 （立政等至り、単于は酒を置き漢の使者に賜ふ。李陵・衛律は皆坐に侍す。立政等は陵を見るも、未だ私
ひそか
に語るを得ず。即ち陵に目
もく
視し
し、而
して数
しば
数しば
自ら其の刀
とう
環かん
を循
な
で、其の足を握り、陰
ひそか
に之を諭
さと
し、言ふ、 「漢に還り帰すべきなり」と。 ） 」による。 「刀
環を撫でて暗にその意を伝えようとした」というのは、刀環（刀の柄
つか
頭がしら
につける環）の「環」と「還」とは音が通
じるところから、故郷に帰ろうという意を伝えようとしたということ。
　
公式の宴が終つた後で 李 ・衛律等ばかりが残つて牛酒 博戯 を以て漢使 もてなした。その時任立政が陵に
向つて言ふ。漢では今や大赦令が降り万民は太平 仁政を楽しんでゐる 新帝は未だ幼少のこととて君が故旧たる霍子孟と上官少叔が主上を輔けて天下の事を用ひることとなつたと。立政は、衛律を以 完全に胡人に成り切つたものと見做して
―
事実それに違ひなかつたが
―
その前では明らさまに陵に説くのを憚つた。唯霍光と上官桀との名を
挙げて陵の心を惹かうとしたのである。陵は黙して答へない 暫く立政 熟視 てから、己が髪を撫でた。その髪も椎結とて既に中国の風ではない。やゝあつて衛律が服を更へ ために座を退い 初めて隔てのない調子で立政が陵の字を呼んだ。少卿よ、多年の苦しみは如何ばかりだつたか。霍子孟と上官少叔から宜しくとのことであつたとの二人の安否を問返す陵 よそ〳〵 い言葉におつかぶせるやうにして立政が再び言つた。少卿よ 帰つてくれ。富
二二四
貴などは言ふに足りぬではないか。どうか何も言はずに帰つてくれ。蘇武の所から戻つたばかりのこととて李陵も友の切なる言葉に心が動か 。しかし、考へて見る迄も無く、それはもはやどうにもならぬ事であつた。 「帰るのは易い。だが、又辱しめを見るだけのことではないか？如何？」言葉半ばにして衛律が座に還つてきた。二人は口を噤んだ。＊公式の宴が終つた後で、～二人は口を噤んだ。…「李陵伝」の「後陵律持牛酒労漢使、博飲。両人皆胡服椎結。立
政大言曰、漢巳大赦、中国安楽。主上富於春秋、霍子孟、上官少叔用事。以此言微動之。陵墨不応。孰視而自循其髪、答曰、吾巳胡服矣。有頃、律起更衣。立政曰、咄。少卿良苦。霍子孟上官少叔謝女。陵曰、霍与上官無恙乎。立政曰、請少卿来帰故郷。毋憂富貴。陵字立政曰、少公。帰易耳。恐再辱。奈何。語未卒、衛律還。 」 （後に陵・律は
牛ぎゆ
酒うしゆ
を持ち漢使を
労ねぎら
ひ、博
はく
飲いん
す。両人皆
胡こ
服ふく
椎つい
結けい
たり。立
りつ
政せい
、大いに言ひて曰く、 「漢は
巳すで
に大赦ありて、中
国、安らぎ楽しむ。主上は春秋に富み、霍
かく
子し
孟もう
・
上じよう
官かん
少しよう
叔しゆく
を事に
用もち
う」と。此の言を以て
微ひそか
に之を動かす。陵、
墨もく
して
応こた
へず。孰視して自ら其の髪を
循な
で、答へて曰く、 「吾は巳に胡服せり」と。頃
けい
有りて、律、更衣に
起た
つ。
立政曰 「咄
とつ
。少
しよ
卿うけい
、良
まこと
に苦しめり。霍子孟・上官少叔、女
なんぢ
に謝す。 」と。陵、曰く、 「霍と上官は
恙つつが
なきや。 」
と。立政、曰く、 「請
こ
ふ、少卿の故郷に来
らい
帰き
せんことを。富貴を憂ふること毋
な
かれ。 」と。陵、立政に字
あざな
して曰く、
「少公。帰るは
易やす
きのみ。再び辱めらるを恐る。奈
いかに
何
せん。 」と。語の未だ
卒おは
らずして、衛律還る。 ） 」による。 「己
が髪を撫でた。その髪も椎結とて既に中国の風ではない。 」という記述は 胡風の髪型をした自分の髪をなでることで、胡人 なってしまった今帰国の意志のないことを暗に示して る 「李陵伝」には 続いて「 （衛律）頗聞余語、曰、李少卿賢者、不独居一国。范蠡徧游天下、由余去戎入秦。今何語之親也。因罷去。 （ 〈衛律〉頗
すこぶ
る余語を聞
き、曰く、 「李少卿は賢者なり。独り一 みに居せず。范
はん
蠡れい
は
遍あまね
く天下に遊び、由
ゆう
余よ
は
戎じゆう
を去り秦に入る。今、
何ぞ語の
親しん
なるや。 」と。因
よ
りて
罷まか
り去る。 ） 」という記述がある。衛律は、李陵と任立政が親しく話しているとこ
ろに戻ってきて 李陵は春秋時代の范蠡や由余のような賢者で、一国に留まるものではない（今は、匈奴に帰順し
『李陵・司馬遷』注解（四） （山下・村田）

二二五
ている）と言ったのだが、中島敦はその部分は採っていない。
＊博戯…すごろくのような賭け事。＊椎結…髷（まげ）の種類で、椎（さいづち）に似ているところからこのようにいう。　
会が散じて別れ去 時、任立政はさり気なく陵の傍に寄ると、低声で、竟に帰るに意無きやを今一度尋ねた。陵は
頭を横に振つた。 「丈夫再び辱しめらるゝ能はず」と答へた。その言葉がひどく元気の無かつたのは、衛律に聞えることを惧れたためではない。＊会が散じて別 去る時、～「丈夫再び辱しめらるゝ能はず」と答へた。…「蘇武伝」の「立政随謂陵曰、亦有意
乎。陵曰、丈夫不能再辱。 （立政、随ひ陵に謂ひて曰く、 「亦た意有りや。 」と。陵曰く、 「丈
じよ
夫うふ
は再び辱めらるるこ
と能はず。 」と。 ） 」による。
　
後五年、昭帝の始元六年の夏、此の儘人に知られず北方に窮死すると思はれた蘇武が偶然にも漢に帰れることにな
つた。漢の天子が上林苑中で得た雁の足に蘇武の帛書が付いてゐた云々といふあの有名な話は、勿論、蘇武の死を主張する単于を説破するための虚構である。十九年前蘇武に従つて胡地に来た常恵といふ者が漢使に会つて蘇武の生存を知らせ、此の噓を以て武を救出すやうに教へたのであつた。早速北海の上に使が飛び、蘇武は単于 庭
てい
に連出され
た。李陵の心は流石に動揺し 。再び漢に戻れようと戻れまいと蘇武 偉大さに変りは無く、従つて陵の心の笞たるに変りはないに違ひないが、併 、天は矢張見てゐたのだといふ考へ 李陵をい く打つた 見てゐないやうでゐて、やつぱり天は見てゐる。彼は肅然として惶れ 。今でも己の過去を決し 非なりとは思 な けれども、尚こゝに蘇武といふ男があつて、無理ではなかつた筈の己の過 をも恥づかしく思はせる事を堂々とやつてのけ、しかも、その跡が今 天下に顕彰されることになつた いふ事実は、何としても李陵にはこたへた
0000
。胸を搔毮られる様な女々
二二六
しい己の気持が羨望ではないかと、李陵は極度に惧れた。＊後五年、昭帝の始元六年の夏、～漢に帰れることになつた。…「後五年」とは、昭帝即位の始元元年（前八六） 、
任立政が漢の使者として匈奴にやって来た時から五年後ということである。ただし、 「蘇武伝」には「武以始元六年春至京師。 （武、始元六年春を以て京師に至る。 ） 」 、蘇武が漢に帰国したのは「始元六年夏」ではなく「始元六年春」と記されている。
＊漢の天子が上林苑中で得た雁 足に～武を救出すやうに教へたのであ 蘇武伝 に 「昭帝即位、数
年、匈奴与漢和親。漢求武等 匈奴詭言武死。後漢使復 匈奴。常恵請其守者与倶、得夜見漢使。具自陳道、教使者謂単于、言天子射上林中、得雁、足有係帛書、言武等在某沢中。使者大喜、如恵語以譲単于。単于視左右而驚、謝漢使曰 武等実在。 （昭帝即位し 数年にして 匈奴と漢と和親す 漢は武等を求むれども、匈奴は
詭あざむ
きて武死
せりと言ふ。後に漢使復
ま
た匈奴に至る。常
じよ
恵うけい
は其の守の者に与
とも
に倶
とも
せんことを請ひ、夜に漢使に見
まみ
ゆることを得た
り。具
つぶさ
に自
みづか
ら陳
の
べて道
い
ひ、使者をして単于に謂はしめて、 「 『天子、上林中に射して、雁を得しが、足に係
かか
りし帛
はく
書しよ
有りて、武等の某
ぼう
沢たく
中ちゆう
に在るを言ふ』と言へ」と。使者、大いに喜び、恵の語るが如きを以て単于を譲
せ
む。単于は
左右を視て驚き、漢使に謝して曰く、 「武等
実まこと
に在り」と。 ） 」とある。ほぼ同じ話が、 『蒙求』 「蘇武持節」 、 『十八
史略』に記され、 「雁書」の故事として広く知られている。この故事より、手紙や書簡のことを 「雁書」 （雁札、雁信、雁帛などともいう）と言うようになった 和語でも「かりのたまずさ」 「かりの便り」などという。上林苑は始皇帝が造営し、武帝が拡大した庭園で、陜西省長安県の西にある。
＊天は矢張見てゐたのだ～やつぱり天は見てゐる。…「蘇武伝」には、蘇武に降伏を勧めて、その返事を聞い 李陵
が、 「嗟乎、義士。陵與衛律之罪上通於天。 （嗟
あ
乎あ
、義士なり。陵と衛律との罪は、上
かみ
、天に通ず。 ） 」と嘆じる場面
がある。
『李陵・司馬遷』注解（四） （山下・村田）
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別れに臨んで李陵は友の為に宴を張つた。言ひたいことは山程あつた。しかし結局それは、胡に降つた時の己の志
が那辺にあつたかといふこと、その志を行ふ前に故国の一族が戮せられて、最早帰るに由無くなつた事情とに盡きる。それを言へば愚痴になつて了ふ。彼は一言もそれについては言はなかつた。たゞ、宴酣にして堪へかねて立上り、舞ひ且つ歌うた。　　　　
径万里兮度沙幕
　　　
為君将兮奮匈奴
　　　　
路窮絶兮矢刃摧
　　　
士衆滅兮名已隤
　　　
老母已死
　　　　　　
雖欲報恩将安帰
　
歌つてゐる中に声が顫へ、涙が頰を伝はつた。女々しいぞと自ら叱りながら、どうしようもなか
　
蘇武は十九年ぶりで祖国に帰つて行つた。
＊別れに臨んで李陵は～どうしようもなか た。…「蘇武伝」には 「於是李陵置酒賀武曰、今足下還帰、揚名於匈
奴、功顕於漢室。雖古竹帛所載、丹青所画、何以過子卿。陵雖駑怯、令漢且貰陵罪、全其老母、使得奮大辱之積志、庶幾乎曹柯之盟。此陵宿昔之所不忘也 収族陵家、為世大戮。陵尚復何顧乎。巳矣。令子卿知吾心耳。異域之人、壱別長絶。陵起舞、歌曰、径万里兮度沙幕、為君将兮奮匈奴。路窮絶兮矢刃摧、士衆滅兮名巳隤。老母巳死、雖欲報恩将安帰。陵泣下数行。因与武決。 （是に於 李陵は酒を置き武に賀して曰く 「今、足
そつ
下か
は還
かん
帰き
して、名を
匈奴に揚げ、功は漢室に
顕あら
はる。古
いにしえ
の
竹ちく
帛はく
に
載の
する所、丹
たん
青せい
の画く所と雖も、何を以てか
子し
卿けい
を過ぎんや。陵は
駑どき
怯よう
なりと雖ども、漢をして且
しばら
く陵が罪を貰
ゆる
し、其の老母を全
まつた
くし、大辱の積志を奮
ふる
ふことを得しめば、曹
そう
柯か
の盟
ちか
ひを庶
こひ
幾ねが
ふ。此れ陵が宿
しゆ
昔くせき
の忘れざ 所なるも、陵家を収
しゆ
族うぞく
し、世に大
だい
戮りく
を為す。陵は、尚ほ復
ま
た何ぞ顧みんや。
巳やんぬ
矣るかな
。子卿をして吾が心を知らしめんとするのみ。異域の人、壱
いち
別べつ
すれば長く絶えん」と。陵、起
た
ちて舞ひ、歌
二二八
ひて曰く、 「万里を
径い
き沙幕を
度わた
り、君が将と為りて匈奴に
奮ふる
ふ。路
みち
、窮
きゆ
絶うぜつ
して
矢し
刃じん
は
摧くだ
け、士
しし
衆ゆう
滅びて名は
巳すで
に
隤お
つ。老母巳に死し、恩に報いんと欲すと雖ども、将
まさ
に
安いづ
くにか帰せん。 」陵、泣
なみだ
下ること数行。因
よ
りて武と決
す。 ） 」とある。中島敦は、李陵が蘇武に語ったところは、心の中で思っただけで発話しなかったことに変更し、歌で心情を表しただけとしている。
＊径万里兮度沙幕～雖欲報恩将安帰…わたしは長い道を越え砂漠をわたり／皇帝の将軍として軍を指揮し匈奴と戦っ
た／しかし脱出の道も断たれ刀は折れ矢は尽きてしまった／兵士は全滅しわたしの名誉は地に墜ちた／年老い 母は処刑されて でに死に／恩返しをしたいと思ってもさてい いどこに帰ればいいのか。
＊蘇武は十九年ぶりで祖国に帰つて行つた。…蘇武が匈奴に使いし捕らわれた天漢元年（前一〇〇）から十九年後が「始元六年（前八一） 」にあたる。 「李陵・司馬遷年表」には、天漢元年の所に「武使。 」 、始元六年の所に「武還」と記されている。
　
司馬遷は其の後も孜々として書続けた。
　
此の世に生きることをやめた彼は書中の人物としてのみ活きてゐた。現実の生活では再び開かれることのなくなつ
た彼の口が、魯仲連の舌端を借りて始めて烈々と火を噴くのである。或ひは伍子胥となつて己が眼を抉らしめ、或ひは藺相如となつて秦王を叱し、或ひは太子丹となつて泣い 荊軻を送つた。楚の屈原の憂憤を叙して、その正に汨羅に身を投ぜんとして作る所 懐沙之賦を長々と引用した時、司馬遷にはその賦がどうしても己自身の作品の如き気がして仕方が無かつた。＊彼の口が、魯仲連の舌端を借りて始めて烈々と火を噴く…魯
ろち
仲ゆう
連れん
（生没年未詳）は、戦国時代末期の斉の人で遊説
家。高節を守って仕官しようとせず、諸国を遊歴し と伝えられている。 『史記』 「魯仲連鄒
すう
陽やう
列伝」には、魯仲連
が仁義に基づいて人民を大事にする政治を主張して国を救ったり、正しい道を選ぶことを説いて膠着 た事態を収
『李陵・司馬遷』注解（四） （山下・村田）

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束に導いたりしたエピソードがある。いずれの話でも魯仲連は不偏の立場から巧みな弁舌をふるい、かつ、褒賞を辞退している。司馬遷は次のように論賛してる。 「太史公曰、魯連其指意雖不合大義、然余、多其在布衣之位、蕩然肆志、不詘於諸侯、談説於當世、折卿相之権。 （太史公曰く、魯連は、其の
指し
意い
、大義に
合がつ
せずと雖も、然れど
も余は、其の
布ふ
衣い
の位に在りて、蕩
たう
然ぜん
として志を
肆
ほしいまま
にし、諸侯に
詘くつ
せず、当世に
談だん
説せつ
し、卿
けい
相しやう
の権を
折くだ
きしを多
とする。 ） 」司馬遷は、諸侯に屈することなく、自分の考えを憚ることなく述べて、卿相の権力をくじいた魯仲連に自分を重ねて見ていると言えよう。
＊或ひは伍子胥となつて己が眼を抉らしめ…伍
ご
子し
胥しよ
（？～前四八四）は、春秋時代の呉王夫
ふ
差さ
の家臣の相で、呉越の
戦いの際、和睦に反対し 夫差に自害を命じられた。 『史記』 「伍子胥列伝」には、伍子胥が 自害 命令 伝えた夫差の家臣を前に、天を仰いで嘆き、諛臣の言を聞き入れた夫差に対する失望を告げたあとで、次のように言って自裁する場面がある。 「必樹吾墓上以梓 令可以為器。而抉吾眼縣呉東門之上。以観越寇之入滅呉也。 （必ず吾が墓上に樹
う
うるに梓
し
を以てせよ。以て器
き
を為
つく
るべからしめん。而
しか
うして吾が眼を抉
えぐ
り、呉の東
とう
門もん
の上に縣
か
けよ。以て越
の
冦こう
の入りて呉を滅ぼすを観ん。 ） 」また、論賛では、 「棄小義雪大恥、名垂於後世。悲夫。方子胥窘於江上、道乞
食。志豈嘗須臾忘郢邪。故隠忍就功名。非烈丈夫。孰能致此哉。 （小義を棄て
大だい
恥ち
を
雪すす
ぎ、名は後世に
垂た
る。悲し
いかな。子胥、江
かう
上じやう
に
窘くる
しめられ、道に食を乞ふに
方あた
り、
志
こころざし
、豈
あ
に
嘗かつ
て
須しゆ
臾ゆ
も
郢えい
を忘れんや。故に
隠いん
忍にん
して
功こう
名めい
を就
な
せり。烈
れつ
丈ぢや
夫うふ
に非ず 。孰
たれ
か能
よ
く此を致
いた
さんや。 ） 」と、激した調子で伍子胥を評価している。司馬遷の伍子胥
に対する入れ込みようが尋常でないこ が伝わってくる。
＊或ひは藺相如となつて秦王を叱し、…藺
りん
相しや
如うじよ
（生没年不詳）は、戦国時代末期の趙の恵文王に仕えた大臣。藺相如
が「秦王を叱し」た話としては、 『史記』 「廉
れん
頗ぱ
藺相如列伝」の「完璧」の故事と「黽
べん
池ち
の会」とがある。 「完璧」
の故事は、秦の昭王が、趙の恵文王が所持していた「和
か
氏し
の璧」という稀代の名玉と、秦の十五城との交換を強要
してきた際、秦に使いし 藺相如が、秦に交換する気がないことを察し、激しく怒り（ 「怒髪天 衝く」 ） 、力ずくで取ろうとすれば、璧と共に頭ごと柱にぶつけて砕くつもりであると大喝し、命をかけて璧を守り抜き、趙 持ち
二三〇
帰ったというものである。 「黽池の会」とは、趙を属国にしようとする秦の昭王が、澠池での会見を申し入れた際、恵文王に同行した藺相如が、昭王が趙王を辱めようと瑟を弾かせたのに対して、昭王を脅して缻
ふ
という打楽器
を打せ、対等な関係を保ったというものである。いずれのエピソードも、藺相如 命がけの行動が活写されており、司馬遷は藺相如を智勇を兼ね備えた人物と論賛している。
＊或ひは太子丹となつて泣いて荊軻を送つた…太
たい
子し
丹たん
（？～前二二六）は、戦国時代末期の燕の王族。丹は秦王に政
せい
（後の始皇帝）が即位した時に秦の人質にされたが、秦王の冷たい処遇を怨んで逃げ帰ってきた。その報復のため、秦王暗殺の刺
し
客かく
荊けい
軻か
（？～前二二七）を送った。荊軻と太子丹との易
えき
水すい
での別れの段は有名。 『史記』 「刺客列
伝」には、 「太子及賓客知其事者、皆白衣冠以送之。至易水之上。既祖取道。高漸離撃筑、荊軻和而歌 為変徴之声。士皆垂涙涕泣。又前而歌曰、風蕭蕭兮易水寒、壮士一去兮不復還 復為羽声忼慨。士皆瞋目、髪盡上指冠。於是荊軻就車而去。終巳不顧。 （太子及び
賓ひん
客かく
の其の事を知る者、皆、白
はく
衣い
冠かん
して以て之を送る。易水の
上ほとり
に至る。
既に祖
そ
して道を取る。高
かう
漸ぜん
離り
、筑
ちく
を撃ち、荊軻、和して歌ひ、変
へん
徴ち
の声
せい
を為す。士、皆、涙を垂れ涕
てい
泣きふ
す。又前
すす
み
て歌ひて曰く、風は
蕭せう
蕭せう
として易水寒く、壮士一たび去りて
復ま
た還らず。 」と。復た
羽う
声せい
を為して
忼かう
慨がい
す。士、
皆、目を瞋
いか
らし、髪、盡く上
のぼ
りて冠を指
さ
す。是
ここ
に於て荊軻、車に就きて去る。終
つひ
に已
すで
に顧みず。 ） 」とある。
＊楚の屈原の憂憤を叙して、～己自身の作品の如き気がして仕方が無かつた。
屈くつ
原げん
（前三四三？～前二七八？）
は、戦国時代の楚の王族。春秋戦国時代を代表する詩人。懐
かい
王おう
に仕えて
左さ
徒と
（副宰相）となったが、讒言によっ
て、遠ざけられた。 「離
り
騒そう
」はその際詠まれたという。懐王の後を継いだ
頃けい
襄じよ
王うおう
にも讒言により追放され、洞
どう
庭てい
湖こ
のあたりを放浪し、汨
べき
羅ら
に身を投げて死んだ。 「懐
かい
沙さ
之の
賦ふ
」は、その直前に詠んだ全四一八字の長い詩で、世を嘆
き、自分が評価されないことを嘆き、後世に自分 評価 人が現れること 信じて身を投げる、と う内容である。 『史記』 「屈原
賈か
誼ぎ
列伝」の論賛には、 「太史公曰、余読離騒・天問・招魂・哀郢、悲其志。適長沙、観屈原所
自沈淵、未嘗不垂涕想見其為人 （太史公曰く 「余
よ
、離騒・天
てん
問もん
・招魂・哀
あい
郢えい
を読みて、其の志に悲しむ。長
ちや
沙うさ
に
適ゆ
き、屈原の自ら沈みし所の淵を観て、未だ嘗て
涕なみだ
を垂れて其の人と為りを
想さう
見けん
せずはあらず。 ） 」と記されてい
『李陵・司馬遷』注解（四） （山下・村田）

二三一
る。司馬遷は、屈原は道を正し、行いを直くし、忠を尽くし、智を尽くして主君に仕えながらも、讒言によって遠ざけられた恨みから「離騒」を作った、と述べているが、その屈原の境遇に自らの姿を重ねているのだろう。
　
稿を起してから十四年、腐刑の禍に遭つてから八年。都では巫蠱の獄が起り戻太子の悲劇が行はれ ゐた頃 父子
相伝のこの著述が一通り出来上つた。之に増補改刪推敲を加へてゐる中に又数年が過ぎた。史記百三十巻、五十二万六千五百字が完成したのは、既に武帝の崩御に近い頃であつた。＊稿を起してから～既に武帝 崩御に近い頃であつた。…第二章では太初元年（前一〇四）に『史記』の編纂に着手
したことになっているので、巫蠱の獄の征和二年（前九一）までで、十四年になる。また、腐刑に処せ れた天漢三年からは八年になる。王国維によれば、 『史記』 征和二年に完成し、翌征和三年に筆を絶ったとされ いる。中島敦はこれをもとにしつつも、増補改刪推敲を加えて完成したのが 数 後の武帝の崩御（前八七） 近い頃としている。ちなみに、 「李陵・司馬遷年表」には始元二年の所に「史記了？」という書き込みがあるが、小説では二年早い設定に改めたようである。
＊巫蠱の獄…征和二年（前九一）に宮廷内の陰謀で起った内乱。巫蠱（桐の木で作った人形を土中に埋めて、呪い殺
そうとする呪術）を疑った武帝が多くの人間を捕らえ獄死させたこと。 『漢書』 「蒯伍江息夫伝第十五」 「江充伝」に記されている。
＊戻太子の悲劇…武帝の長子戻太子は武帝に誣告した江充を捕らえて斬ったが、逆 謀反と見なされ、丞相の軍に攻
められ六日間の戦いののち敗れて自殺。母の衛皇后も死を賜った事件 こと。
＊史記百三十巻、五十二万六千五百字…「司馬遷伝」 （ 「太史公自序」 ） は「凡百三十篇、五十二万六千五百字。為
太史公書。 （凡 百三十篇、五十二万六千五百字あり。太史公書と為す。 ） 」とある。この『太史公書』が後世、 『史記』と呼ばれるようになった。
二三二
　
列伝第七十太史公自序の最後の筆を擱いた時、司馬遷は几に凭つたまゝ暫く惘然とした。深い溜息が腹の底から出
た。目は庭前の槐樹の茂みに向つてゐたが、実は何ものをも見てゐなかつた。うつろな耳で、それでも彼は庭の何処かから聞えてくる一匹の蟬の声 耳をすましてゐるやうに見えた。歓びがある筈なのに気の抜けた漠然とした寂しさ、不安の方が先に来た。＊列伝第七十太史公自序…『史記』の最後は、 「巻百三十第七十太史公自序」である。古くは「序」が巻末に置かれ
た。
＊槐樹…まめ科の落葉 高木。槐
えんじゆ
。初夏黄白色の蝶形の花をつける。互生する大型の葉は、九枚から十五枚の奇数個
の小葉をつけ、良い緑陰を作る。中国では昔から尊貴の木として尊重されており、周の時代の宮廷の庭には三本の槐が植えられていて、朝廷の最高位にある三公はそれに向かって座ったという（ 『周礼』秋官・朝士） 。また、学問と権威 シンボルとされ、最高の官位は「槐
かい
位い
」と称された。このようなことから中国では出世の木として中庭に
植える風習があり、高官の官位についたとき、あるい 退官したときに記念に槐を庭に植えることが行われた。槐樹の方を見な ら何物をも見 ないというのは、司馬遷の「虚しさ」を強調する めか。ちなみに、中島敦の祖父中島撫山が久喜に開い 私塾幸魂教舎には、槐の木があった。
　
完成した著作を函に納め、父の墓前に其の報告をする迄 それ もまだ気が張つてゐたが、それ等が終ると急 酷
い虚脱の状態が来た。憑依の去つた巫者のやうに、身も心もぐつたりとくづをれ、まだ六十を出たばかりの彼が急に十年も年をとつたやうに耄けた。武帝の崩御も昭帝の即位も前の太史令司馬遷 脱殻にとつては最早何の意味も有ないやうに見えた。
『李陵・司馬遷』注解（四） （山下・村田）

二三三
＊完成した著作を函に納め…「太史公自序」の「藏之名山。副在京師。 （之を名山に
藏おさ
む。副は
京けい
師し
に在り。 ） 」をも
とにしたものであろう。
＊まだ六十を出 ばかりの彼…第二章で、太初元年（前一〇四）に四二歳としているので、昭帝即位の始元元年（前
八六）には、司馬遷は六〇歳となる。
　
前に述べた任立政等が胡地に李陵を訪ねて、再び都に戻つて来た頃は、司馬遷は既に此の世に亡かつた。
＊司馬遷は既に此の世に亡かつた。…「史記解題」には、 「多分武帝の末年か昭帝の初年に、六十歳前後の齢を以て
世を謝せしものならん。 」とある。中島敦は、始元元年（前八六）に『史記』を完成させると、まもなく没したことにしている。
　
蘇武と別れた後の李陵に就いては、何一つ正確な記録 残されてゐない。元平元年に胡地で死んだといふことの外
は。　
既に早く、彼 親しかつた狐鹿姑単于は死 、その子壺衍鞮単于の代となつてゐたが、その即位にから で左賢
王・右谷蠡王の内紛があり、閼氏や衛律等と対抗して李陵も心ならずもその紛争にまき込まれたらうことは想像に難くない。＊元平元年に胡地で死んだ…「李陵伝」に「陵在匈奴二十余年。元平元年病死。 （陵、匈奴に在ること二十余 。元
平元年、病死す。 ） 」という記事がある。 「李陵・司馬遷年表」の元平元年（前七四）の所には「陵死。 」と記されている。
＊壺衍鞮単于…壺
こ
衍えん
鞮てい
単于（？～前六八。在位前八五～六八）は、狐
こ
鹿ろく
姑こ
単于の子で左
さ
谷こく
蠡れい
王おう
。狐鹿姑単于が亡くな
二三四
ると、衛律等と顓
せん
渠きよ
閼あう
氏し
（閼氏は単于の正室）によって単于に擁立された。幼く、威望に欠け、漢にしばしば侵攻
したが、国力の没落も著しく、東胡の烏
う
桓かん
にも反かれ、西方の烏
う
孫そん
を攻略したが、前七二年に烏孫と漢の挟撃を受
けて、大敗 丁
てい
零れい
をはじめ服属諸族の離反が続発し、前六八年に死去。弟の左賢王が虚
きよ
閭ろ
権けん
渠きよ
単于となるが、その
死後に匈奴は分裂し五単于並立状態となった。 （匈奴の人名の読みは『東洋古代史』に拠った。 ）
＊既に早く、～左賢王・右谷蠡王の内紛があり…李陵が死去する元平元年（前七四）から十一年前の始元二年（前八
五）に起こった事件。 『東洋古代史』四六二～三頁の「匈奴伝上」に基づいた記述を引用しておく。 「西紀前八五年、孤鹿姑単于病み、将に死せんとするに臨み 諸貴人に遺言し、その子年少にしてなほ国を治むる能はざるにより、弟右谷蠡王を立つべきを命じたのである。然るに、単于が死すると、衛律等は顓
セン
渠キヨ
閼アウ
氏シ
と謀り、単于の令を矯
め、その子左谷蠡王を立てて壺衍鞮単于 なしたので 左賢王及び右谷蠡王は之れを怨み、その衆 率ゐて、漢に降らんと欲したが、恐れて自ら之れを行ふこ が出来ず、そこで盧屠王を脅し 共に西の方烏孫に降らんと欲したのである。然るに盧屠王が之れを単于 告げたので、単于は人をして、二王を験問せしめた。ところが二王はその罪を以て却つて盧屠王に帰し、爾来二王はその封地に留まつて また龍城 会せず こゝ そ 内紛の端を発することゝなつた。 」
＊閼氏や衛律等と対抗して李陵も心ならずもその紛争にまき込まれたらうことは想像に難くない。…中島敦による。
なお、中島敦は、 「匈奴伝上」の「顓渠閼氏」という記述を「閼氏」に改めている 顓渠閼氏 いう同名 人物が二人いることから（ 『東洋古代史』四九六頁でも言及されている） あえて正確を期す必要もないと考えて、閼氏としたのではないか。
　
漢書の匈奴伝に その後李陵の胡地で儲け 子が烏藉都尉を立てゝ単于とし、呼韓邪単于に対抗して竟に失敗し
た旨が記されてゐる。宣帝の五鳳二年のことだから、李陵が死んでから丁度十八年目に当る。李陵の子とあるだけで、名前は記されてゐない。
『李陵・司馬遷』注解（四） （山下・村田）

二三五
＊漢書の匈奴伝には、～名前は記されてゐない。…前段落の注に記したように、匈奴は五単于並立状態に陥った。「匈奴伝下」には、 「是時李陵子復立烏藉都尉為単于、呼韓邪単于捕斬之。 （是の時、李陵の子、復た
烏う
藉せき
都と
尉い
を立
て単于と為すも、呼
こ
韓かん
邪や
単于、之を捕斬す。 ） 」とある。ただし、この事件が「宣帝の五鳳二年」 （前五六年、李陵
が死んでから一八年目）のことであることについては、 「匈奴伝下」には明確な記述がない。 『東洋古代史』四七七頁には、 「翌五六年、 （略）烏藉都尉また呼韓邪単于に捕へ殺され」と、年号が明記してあるので、それに拠ったか。原稿用紙上部欄外にはと記してある。なお、呼韓邪単于に嫁した漢の王昭君の逸話は、日本では『今昔物語』などで知られている。

